
　

10
月
22
日
、
石
橋
公
民
館
に

お
い
て
、
第
８
回
下
野
市
理
科

研
究
展
覧
会
の
審
査
会
が
、
各

校
の
理
科
担
当
の
先
生
方
を
審

査
員
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
各
校
の
校
内
審

査
を
経
て
１
４
３
作
品
の
出
品

が
あ
り
、
厳
正
な
審
査
の
結
果
、

５
７
点
の
作
品
が
優
秀
賞
に
選

ば
れ
ま
し
た
。

　

優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
石
橋
中

学
校
１
年
の
桜
井
愛
菜
さ
ん
の

「
す
ご
い
ぞ
！
タ
ン
ポ
ポ
の
生

命
力
」
は
、
審
査
員
の
方
か
ら

「
子
ど
も
ら
し
い
お
も
し
ろ
い

発
想
の
研
究
で
着
眼
点
も
す
ば

　

竹
島　

花
音
（
祇
園
小
）
※

　

細
田　

真
矢
（
祇
園
小
）
※

　

伊
澤　

遼
平
（
緑
小
）

　

髙
野　

由
佳
（
古
山
小
）

　

中
澤　

誠
太
（
国
分
寺
東
小
）

○
小
学
４
年
生　

　

岡
川　

恵
子
（
祇
園
小
）
※

　

小
関　

凱
仁
（
石
橋
小
）
※

　

葥
内　

志
帆
（
石
橋
小
）

　

中
島　

愛
心
（
石
橋
北
小
）

　

小
木
曽　

大
志
（
石
橋
北
小
）

　

尾
﨑　

悠
人
（
国
分
寺
小
）※

※

　

貫
井　

大
弥
（
国
分
寺
小
）
※

○
小
学
５
年
生

　

竹
内　

琉
稀
（
吉
田
西
小
）

　

松
下　

朋
香
（
吉
田
西
小
）

　

菱
川　

結
月
（
祇
園
小
）
※

　

細
田　

稜
花
（
祇
園
小
）
※

　

水
野　

光
貴
（
緑
小
）

　

須
藤　

美
咲
・
稲
葉　

司
帆

（
古
山
小
）
※
※

　

近
藤　

瑛
爽
（
国
分
寺
西
小
）※

○
小
学
６
年
生

　

舘
野　

沙
也
佳
（
薬
師
寺
小
）

　

髙
橋　

茉
央
（
薬
師
寺
小
）
※

　

山
本　

碧
威
・
山
本　

雅

（
吉
田
西
小
）
※

　

熊
田　

順
一
（
祇
園
小
）
※
※

　

和
田　

琉
（
緑
小
）
※

　

本
田　

千
尋
（
古
山
小
）

ら
し
い
。
ま
た
、
条
件
の
統
一
、

課
題
の
設
定
、
写
真
等
が
き
ち

ん
と
し
て
い
て
わ
か
り
や
す
い

作
品
で
あ
る
。」
と
、
高
い
評

価
を
得
て
い
ま
し
た
。

　

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

入
賞
さ
れ
た
皆
様
、
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

○
小
学
１
年
生

　

小
島　

康
暉
（
薬
師
寺
）

　

谷
田
貝　

美
桜
（
吉
田
西
小
）

　

荻
原　

雄
大
朗
（
祇
園
小
）
※

　

若
林　

昊
（
石
橋
小
）

　

上
野　

智
輝
（
石
橋
小
）
※

　

西
村　

紗
矢
音
（
国
分
寺
東
小
）※

○
小
学
２
年
生

　

藤
本　

尚
也
（
祇
園
小
）

　

荒
川　

雛
乃
（
石
橋
小
）

　

伊
藤　

仁
美
（
古
山
小
）

　

鈴
木　

知
隼
（
古
山
小
）
※

　

髙
岩　

琥
太
郎
（
細
谷
小
）
※

　

桜
井　

夢
菜
（
石
橋
北
小
）
※

○
小
学
３
年
生

　

髙
橋　

歓
多
・
髙
橋　

大
空

　
　
　
　
　
（
薬
師
寺
小
）
※

　

山
越　

楓
花
（
石
橋
北
小
）

○
中
学
１
年
生

　

三
輪　

和
希
（
南
河
第
二
中
）

　

小
幡　

敬
（
南
河
第
二
中
）
※

　

岡
田　

直
緒
美
（
南
河
第
二
中
）

　

桜
井　

愛
菜
（
石
橋
中
）
※

　

大
塚　

諒
（
国
分
寺
中
）
※

　

岡
本　

広
夢
（
国
分
寺
中
）※

※

○
中
学
２
年
生

　

矢
田
部　

日
向
子

（
南
河
第
二
中
）
※

　

菱
川　

雄
斗
（
南
河
第
二
中
）

　

水
野　

夏
歩（

南
河
第
二
中
）
※

　

倉
井　

陽
彦
（
石
橋
中
）
※
※

　

中
田　

翔
大
（
国
分
寺
中
）
※

　

伊
藤　

正
悟
（
国
分
寺
中
）※

※

○
中
学
３
年
生

　

荒
川　

幸
菜
（
南
河
内
中
）

　

鈴
木　

理
子
（
石
橋
中
）
※

　

森
田　

有
香
・
堀
越　

桃
奈

（
石
橋
中
）

　

橋
本　

苑
子
（
国
分
寺
中
）
※

　

小
林　

彩
乃
（
国
分
寺
中
）

　

岡
本　

花
梨
（
国
分
寺
中
）
※

※
…
地
区
推
薦
：
下
都
賀
地
区
理
科
展
に
作
品

が
出
品
さ
れ
ま
す
。

※
※
…
発
表
推
薦
：
下
都
賀
地
区
理
科
展
に
て

研
究
発
表
を
行
い
ま
す
。

平
成
25
年
度
下
野
市
理
科
研
究
審
査
結
果
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
先　

学
校
教
育
課　

☎（
52
）１
１
１
８

平成 25年度下野市理科研究審査結果

審査会の様子

小学生の作品中学生の作品

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
×
】　

 

二
宮
尊
徳
が
当
時
の
桜
町
領（
現
在
の
真
岡
市
）で
始
め
た
報
徳
仕
法
は
、
土
地
の
生
産
性
を
高
め
る
技
術
的
・
経
済
的
内
容
が
実
用
的
で
あ
っ
た
た
め
、
近

隣
の
領
土
に
爆
発
的
に
広
ま
り
ま
し
た
。
下
野
市
で
は
、
下
石
橋
、
下
大
領
、
関
根
井
、
笹
原
の
荒
地
開
発
は
報
徳
仕
法
を
基
に
し
て
お
こ
な
わ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
下
野
市
地
域
に
二
宮
尊
徳
が
指
導
に
訪
れ
た
と
い
う
記
述
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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